
　1974年にCM制作プロダクションとしてスタートして以

来、映像制作専業の会社として50周年を迎えた株式会社  

白組は、1980年代から早々とCG制作に取り組むなど、新し

い映像表現を求めて時代の最前線を走り続け、現在ではさ

まざまなメディアのエンターテイメントコンテンツを制

作しています。

　自由闊達でクリエイティブな社風と働き方が白組の特徴

でもあると、  同社システム部長  入田  尭光氏は言います。

　「弊社は映画やCM、ゲームなど、実写もアニメも含め実

に多様な制作を行うチームが複数あり、クリエイター自

身もそれぞれが分業ではなく、どの仕事も扱うジェネラ

イタチごっこのようだと入田氏は語ります。

「弊社の制作実績で言えば、約10年前のCG映画１本にか

かる制作データ容量は25TBでした。それが今では抑える

だけ抑えて800TBを超えています。何もしなければ確実に

１PBは超えていました。PCのスペックや映像制作ツール

の技術が進化したことで、データ量もトラフィックも増加

し、それを受け止めるストレージもパワーアップする。そ

うやってバックボーンが強くなるとさらにPCやツールの

進化が制作現場に導入され、さらにリソースが要求され

る。このサイクルがずっと続いている感じです」

継続的なストレージ増強とシステム基盤の改善が求め

られる映像業界の現状を背景に、白組では2023年12月から

2024年の6月に渡ってNetAppのオールフラッシュスト

レージとNetApp FlexCacheを導入しました。

ストレージの選択肢としてNetAppの製品が候補に挙

がった経緯を、藤井氏は次のように説明します。

「２年ぐらい前のイベントで、CWF（コミックス・ウェー

ブ・フィルム）さんのAWSとNetApp FlexCacheを使った

事例※2 を見たのがきっかけでした。クラウドの活用方法

ももちろんですが、NetAppという名前に衝撃を受けまし

たね」

　これには入田氏も口を揃えます。

「やはり映像業界は大容量で高パフォーマンスを重視し

ます。その点、NetAppさんは産業系や金融系で堅実にやっ

ていくスタイルのストレージという印象があったので、正

直に言って、それまで検討対象に挙がることはありません

でした」

　とはいえ、藤井氏はその事例に強い関心も抱いたと言い

ます。

「１つの作品を長い期間かけて制作するCWFさんと

我々とは同じ業界でも随分と違いがあります。ですが、全

部でなくとも、少しは参考にできる部分もあるのではな

いかと考えたのが、NetAppさんを検討するきっかけにな

りました」

　白組ではそれまで、三軒茶屋と調布の各拠点にオンプレ

ミスのメインストレージサーバを置き、作業も拠点内で完

結していました。そのため、拠点をまたぐプロジェクト共

有ができないこと、ストレージの増強を二つの拠点で行わ

なければならない事が課題になっていたと言います。

「拠点をまたぐ案件も増えてきて、拠点間を回線で繋ぐ

か、いっそデータセンターにサーバを置くか、というところ

まで考えてはいました」と藤井氏は振り返ります。

入田氏も「ファイルサーバを統一したい、という考えは

既にありました。ただ、映像制作会社の場合、拠点ごとに

数100TBから1PB以上という容量が必要になります。どこ

か一か所にマスターとなるメインストレージを置いて、各

拠点からそこに繋ぐ形にしたいという希望はありました

が、専用線で100Gbpsは現実的ではないし、1Gbpsの専用

線では細すぎる。良い落としどころが見い出せなかった

ところにNetApp FlexCacheが現れたのは大きかったです

ね」と述懐します。

　また、藤井氏はそこから先のクラウド活用の可能性も検

討していたと続けます。

「せっかくデータセンターにサーバを置くなら、何か付加

価値も必要だと考えたときに、やはりクラウドかなと。も

ちろんコストもあるのでいきなり全部クラウドという話

にはなりませんが、プロジェクトが複数動いていると予想

外のピークはどうしても起こります。データセンターに機

材を分散し、クラウドバーストも可能な状態にできればベ

ストじゃないかと。クラウド対応ができる前提、クラウド

レディまで持っていこう、という目的が明確になりました」
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リストで、かなり個性的に動いています。一つの会社とい

うより、いろいろなクリエイティブ集団が白組という看

板のもとで切磋琢磨しながら映像を作っている、という

感じです」

　また、同じくシステム部の藤井  晴信氏は、それゆえに現

場からの要望にも細かい対応が求められると言います。

　「納期も時期も内容も、使うソフトウェアやプラグインも

違う案件が常に並走しています。当然、上がってくる要求

も多岐に渡りますし、それらをまとめながら対応できるシ

ステムを構築していくのは、やはり他社と違うところかな

と思います」

　このような白組ならではの事情に加え、近年のデジタル

映像制作技術の高度化とストレージの大規模化は、まるで

　白組では2023年の6月から7月にかけて、NetApp AFF 

A250とAmazon FSx for NetApp ONTAP（FSxN）のキャッ

シュ構成によるPoCを実施、過去のプロジェクトデータを

ベースにAWS上でEC2を数台起動しながら、オンプレミス

とクラウド双方でレンダリング処理とクラウドバースト

構成の検証を行いました。【図１】

「クラウドとNetApp FlexCacheの実用性、実効性が一番

知りたかったところです」と藤井氏は言います。

「CWFさんの事例を見て、できること自体は理解してい

ましたが、具体的にFSxNとNetAppの製品がどのように実

現しているのか、というところはやってみないとわかりま

せんでしたから。結果的に、事前に想定したレベルで全部

検証ができたので、これなら導入できるんじゃないかとい

う見込みは立ちました」

また、PoCにおいては、特にクラウドの部分でNetAppの

サポートがスムーズな検証につながったと評価します。

「FSxNを試してみるっていう段階は我々には初めてのこ

とだったので。普段検証するときは基本的にメーカーさん

は機材提供のみで、後は自分たちで全部終わらせなければ

いけないのでスタッフの負担が大きくなります。後になっ

て、実際に何をやったんだっけ？っていう感じになりかね

ないのですが、今回はテストの目的や設計前のヒアリング

からNetAppさんに協力していただけたので、検証自体も明

確に行えました。今後どうやって導入していくのかという

次の段階にすぐに進めることができたのは、このPoCあり

きだったのは間違いないですね」

　PoC実施の後、白組では段階的にNetAppのストレージ製

品導入が進められました。まず最初のステップとしてデー

タセンターと三軒茶屋、調布の各拠点を10Gbpsの回線で

接続し、その後2023年12月にデータセンターへNetApp 

AFF C800（15.3TB × 30本）を設置し実運用に入りました。

「運用スケジュールとして、最初からキャッシュ機能を

フルで活用するというのは、我々の業務としては無いと考

えていたので、まずは拠点間とデータセンターを繋ぎ、プ

ロジェクトの共有から始めました。折しも三軒茶屋と調布

でスタッフの行き来がある、そこそこ規模の大きなプロ

ジェクトが稼働するタイミングが見えてきたので、キャッ

シュもそろそろ始めようか、となったのが2024年6月ぐら

いのことです」

　その後、案件の動きに合わせる形で、2024年5月から6月

にかけて、データセンターのNetApp AFF C800にSSDを増

設しNetApp FlexCacheのオリジナルボリュームとし、さら

に三軒茶屋オフィスにNetApp AFF C250（15.3TB × 16本）

をキャッシュボリュームとして設置、データセンターと三

軒茶屋の間でキャッシュ環境を構築してアクセス性を向

上しました。【図２】

　藤井氏は本稼働後も順調に経過していると言います。

「現場では今のところシステム構成の変化も気が付かな

い状態で使われています。システム管理側としては理想的

ですね。まだ本格的に動き出しているプロジェクトではな

いので、忙しい書き込みがあるレベルではないんですけ

ど、そうなっても何にも気が付かないとは思います」

　また、入田氏はPoCから本導入、実稼働のプロセスを経

て、改めてNetApp FlexCacheの機能を高く評価します。

「今回弊社がNetApp FlexCacheで組んだキャッシュ構

成は、複数拠点を運用する会社として多分、他に選択肢も

ないと思えるほどいいものだという印象があります。拠

点は分かれていても、みんな一緒になって仕事ができる

ような環境を用意するとなると、NetApp FlexCacheのよ

うな製品がなければ、なかなかコスト面でも実現が難し

いなと思います。他社でも弊社と同様に2つの拠点で同時

進行する案件で、データコピーが終わらず作業が始めら

れないとか、一方の拠点だけがデータを受け取れていな

いとか、そういう話を聞くと、単に専用線でデータを動か

すというのも限界があると実感するので、複数の拠点を

持っている会社さんにはNetApp FlexCacheはかなりお

勧めできるものだと思います」

　今後のストレージ環境への取り組みについて、藤井氏は

次のように構想を語ります。

「一番は、各拠点にNetApp FlexCacheを使ったシステム

を入れていくっていうのが理想的ではあるんですけど、そ

れはまだ少し先になるかなと思います。ストレージ増強に

関して言えば、できるだけオンプレミス上のデータをデー

タセンターに移行していって、そこを中心にクラウドバー

ストがいつでもできる、対応可能な状態に持っていきたい

ですね。プロジェクトが終わるタイミングなどもあります

し、具体的なスケジュール感はまだ難しいところもあるん

ですが、今回の導入を良いきっかけにしていきたいと思っ

ています。我々の方で用意できないリソースもクラウドで

は調達できますからね」

　また、入田氏も将来的には、と前置きしながら、クリエイ

ターの働く環境という観点でクラウド活用への期待を述

べます。

「例えば弊社の場合、海外からリモートワークというのも

一部あったりします。特に優秀なクリエイターは結構海外

で働いたりしているので、その方たちに案件をお願いする

となったときに、カナダからとか、イギリスからとなると、

どうしてもネットワーク上の遅延が凄いことになって、リ

モートワークが現実的じゃなくなるんですけど、そこにク

ラウド上で使える環境があって、データもやり取りできる

となれば、今よりは現実的に使える環境を用意できるのか

なとは思っています」

　最後に、映像業界を取り巻く環境や課題に対し、テクノロ

ジーはどのように活用され、何に貢献するべきと考えてい

るか、白組自身の取り組みも踏まえて入田氏と藤井氏に

語ってもらいました。

「一貫して弊社で考えているのはクリエイティブな作業

に使う時間をスタッフに増やしてほしいということです。

クリエイティブな発想、クリエイティブな作業を主として

白組はずっと動いて来ましたし、設備投資に関しても同じ

です。クリエイティブな時間を増やすためにはどうするか

と言えば、それはもうITでしかないですよね。ITでデータの

処理時間やレンダリングの待機時間を少しでも短くする。

そこでスペックが足りない、メモリが足りない、というのは

言いたくない。とにかくスタッフが自分のクリエイティブ

な作業に集中できるようにITの投資をするという方針は、

弊社の代表を始め、会社の基本方針なので。データセン

ターのリソースを使う、クラウドを使う、キャッシュを使

う、という話も全てはそこに帰結します」（藤井）

「映像制作におけるクリエイティブな業務において、例

えばレンダリングやデータを保存する工程は、基本的に最

終的な製品である映像コンテンツを作る上でのコストで

しかないわけです。だからレンダリングが速くなるために

設備投資をすると言っても、経営目線で見れば、製作工程

のコストが増えたとしか見えないことがあります。そのた

めレンダリングサーバやファイルサーバを増やすことに

あまり積極的ではない会社も結構あります。ただ実際に

は、そこに投資しないとクリエイティブな業務に専念でき

ないので結局人件費がどんどんかさんでいくとか、クオリ

ティが上がらないから次の仕事を受けられないとか、可視

化しづらい別のコストが増えていく。そこはシステム的な

立場でいくと、やはり両方を見ながら、いい塩梅のところ

で設備投資をしていくことが重要だと思っていますし、

我 々 も 今 後 本 格 的 な ク ラ ウ ド 活 用 を 見 据 え な が ら、

NetAppの最新テクノロジーをさらに活用していきたいと

考えています」（入田）
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“多拠点のファイルサーバを統一したい、
でも回線で繋ぐのは厳しい、
そこに落としどころを見いだせたのが
NetApp FlexCacheの存在でした”
白組　システム部長　入田  尭光氏
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せんでしたから。結果的に、事前に想定したレベルで全部

検証ができたので、これなら導入できるんじゃないかとい

う見込みは立ちました」

　また、PoCにおいては、特にクラウドの部分でNetAppの

サポートがスムーズな検証につながったと評価します。

　「FSxNを試してみるっていう段階は我々には初めてのこ

とだったので。普段検証するときは基本的にメーカーさん

は機材提供のみで、後は自分たちで全部終わらせなければ

いけないのでスタッフの負担が大きくなります。後になっ

て、実際に何をやったんだっけ？っていう感じになりかね

ないのですが、今回はテストの目的や設計前のヒアリング

からNetAppさんに協力していただけたので、検証自体も明

確に行えました。今後どうやって導入していくのかという

次の段階にすぐに進めることができたのは、このPoCあり

きだったのは間違いないですね」

　PoC実施の後、白組では段階的にNetAppのストレージ製

品導入が進められました。まず最初のステップとしてデー

タセンターと三軒茶屋、調布の各拠点を10Gbpsの回線で

接続し、その後2023年12月にデータセンターへNetApp 

AFF C800（15.3TB × 30本）を設置し実運用に入りました。

　「運用スケジュールとして、最初からキャッシュ機能を

フルで活用するというのは、我々の業務としては無いと考

えていたので、まずは拠点間とデータセンターを繋ぎ、プ

ロジェクトの共有から始めました。折しも三軒茶屋と調布

でスタッフの行き来がある、そこそこ規模の大きなプロ

ジェクトが稼働するタイミングが見えてきたので、キャッ

シュもそろそろ始めようか、となったのが2024年6月ぐら

いのことです」

　その後、案件の動きに合わせる形で、2024年5月から6月

にかけて、データセンターのNetApp AFF C800にSSDを増

設しNetApp FlexCacheのオリジナルボリュームとし、さら

に三軒茶屋オフィスにNetApp AFF C250（15.3TB × 16本）

をキャッシュボリュームとして設置、データセンターと三

軒茶屋の間でキャッシュ環境を構築してアクセス性を向

上しました。  【図２】

　藤井氏は本稼働後も順調に経過していると言います。

　「現場では今のところシステム構成の変化も気が付かな

い状態で使われています。システム管理側としては理想的

ですね。まだ本格的に動き出しているプロジェクトではな

いので、忙しい書き込みがあるレベルではないんですけ

ど、そうなっても何にも気が付かないとは思います」

　また、入田氏はPoCから本導入、実稼働のプロセスを経

て、改めてNetApp FlexCacheの機能を高く評価します。

　「今回弊社がNetApp FlexCacheで組んだキャッシュ構

成は、複数拠点を運用する会社として多分、他に選択肢も

ないと思えるほどいいものだという印象があります。拠

点は分かれていても、みんな一緒になって仕事ができる

ような環境を用意するとなると、NetApp FlexCacheのよ

うな製品がなければ、なかなかコスト面でも実現が難し

いなと思います。他社でも弊社と同様に2つの拠点で同時

進行する案件で、データコピーが終わらず作業が始めら

れないとか、一方の拠点だけがデータを受け取れていな

いとか、そういう話を聞くと、単に専用線でデータを動か

すというのも限界があると実感するので、複数の拠点を

持っている会社さんにはNetApp FlexCacheはかなりお

勧めできるものだと思います」

　今後のストレージ環境への取り組みについて、藤井氏は

次のように構想を語ります。

　「一番は、各拠点にNetApp FlexCacheを使ったシステム

を入れていくっていうのが理想的ではあるんですけど、そ

れはまだ少し先になるかなと思います。ストレージ増強に

関して言えば、できるだけオンプレミス上のデータをデー

タセンターに移行していって、そこを中心にクラウドバー

ストがいつでもできる、対応可能な状態に持っていきたい

ですね。プロジェクトが終わるタイミングなどもあります

し、具体的なスケジュール感はまだ難しいところもあるん

ですが、今回の導入を良いきっかけにしていきたいと思っ

ています。我々の方で用意できないリソースもクラウドで

は調達できますからね」

　また、入田氏も将来的には、と前置きしながら、クリエイ

ターの働く環境という観点でクラウド活用への期待を述

べます。

　「例えば弊社の場合、海外からリモートワークというのも

一部あったりします。特に優秀なクリエイターは結構海外

で働いたりしているので、その方たちに案件をお願いする

となったときに、カナダからとか、イギリスからとなると、

どうしてもネットワーク上の遅延が凄いことになって、リ

モートワークが現実的じゃなくなるんですけど、そこにク

ラウド上で使える環境があって、データもやり取りできる

となれば、今よりは現実的に使える環境を用意できるのか

なとは思っています」

　最後に、映像業界を取り巻く環境や課題に対し、テクノロ

ジーはどのように活用され、何に貢献するべきと考えてい

るか、白組自身の取り組みも踏まえて入田氏と藤井氏に

語ってもらいました。

　「一貫して弊社で考えているのはクリエイティブな作業

に使う時間をスタッフに増やしてほしいということです。

クリエイティブな発想、クリエイティブな作業を主として

白組はずっと動いて来ましたし、設備投資に関しても同じ

です。クリエイティブな時間を増やすためにはどうするか

と言えば、それはもうITでしかないですよね。ITでデータの

処理時間やレンダリングの待機時間を少しでも短くする。

そこでスペックが足りない、メモリが足りない、というのは

言いたくない。とにかくスタッフが自分のクリエイティブ

な作業に集中できるようにITの投資をするという方針は、

弊社の代表を始め、会社の基本方針なので。データセン

ターのリソースを使う、クラウドを使う、キャッシュを使

う、という話も全てはそこに帰結します」（藤井）

　「映像制作におけるクリエイティブな業務において、例

えばレンダリングやデータを保存する工程は、基本的に最

終的な製品である映像コンテンツを作る上でのコストで

しかないわけです。だからレンダリングが速くなるために

設備投資をすると言っても、経営目線で見れば、製作工程

のコストが増えたとしか見えないことがあります。そのた

めレンダリングサーバやファイルサーバを増やすことに

あまり積極的ではない会社も結構あります。ただ実際に

は、そこに投資しないとクリエイティブな業務に専念でき

ないので結局人件費がどんどんかさんでいくとか、クオリ

ティが上がらないから次の仕事を受けられないとか、可視

化しづらい別のコストが増えていく。そこはシステム的な

立場でいくと、やはり両方を見ながら、いい塩梅のところ

で設備投資をしていくことが重要だと思っていますし、

我 々 も 今 後 本 格 的 な ク ラ ウ ド 活 用 を 見 据 え な が ら、

NetAppの最新テクノロジーをさらに活用していきたいと

考えています」（入田）

複数拠点をまたぐプロジェクト運用に向けて
クラウドレディの状態を目指す

※2 参照URL： https://www.netapp.com/ja/customers/cwf-case-study/



　1974年にCM制作プロダクションとしてスタートして以

来、映像制作専業の会社として50周年を迎えた株式会社  

白組は、1980年代から早々とCG制作に取り組むなど、新し

い映像表現を求めて時代の最前線を走り続け、現在ではさ

まざまなメディアのエンターテイメントコンテンツを制

作しています。

　自由闊達でクリエイティブな社風と働き方が白組の特徴

でもあると、  同社システム部長  入田  尭光氏は言います。

　「弊社は映画やCM、ゲームなど、実写もアニメも含め実

に多様な制作を行うチームが複数あり、クリエイター自

身もそれぞれが分業ではなく、どの仕事も扱うジェネラ

イタチごっこのようだと入田氏は語ります。

　「弊社の制作実績で言えば、約10年前のCG映画１本にか

かる制作データ容量は25TBでした。それが今では抑える

だけ抑えて800TBを超えています。何もしなければ確実に

１PBは超えていました。PCのスペックや映像制作ツール

の技術が進化したことで、データ量もトラフィックも増加

し、それを受け止めるストレージもパワーアップする。そ

うやってバックボーンが強くなるとさらにPCやツールの

進化が制作現場に導入され、さらにリソースが要求され

る。このサイクルがずっと続いている感じです」

　継続的なストレージ増強とシステム基盤の改善が求め

られる映像業界の現状を背景に、白組では2023年12月から

2024年の6月に渡ってNetAppのオールフラッシュスト

レージとNetApp FlexCacheを導入しました。

　ストレージの選択肢としてNetAppの製品が候補に挙

がった経緯を、藤井氏は次のように説明します。

　「２年ぐらい前のイベントで、CWF（コミックス・ウェー

ブ・フィルム）さんのAWSとNetApp FlexCacheを使った

事例※2 を見たのがきっかけでした。クラウドの活用方法

ももちろんですが、NetAppという名前に衝撃を受けまし

たね」

　これには入田氏も口を揃えます。

　「やはり映像業界は大容量で高パフォーマンスを重視し

ます。その点、NetAppさんは産業系や金融系で堅実にやっ

ていくスタイルのストレージという印象があったので、正

直に言って、それまで検討対象に挙がることはありません

でした」

　とはいえ、藤井氏はその事例に強い関心も抱いたと言い

ます。

　「１つの作品を長い期間かけて制作するCWFさんと

我々とは同じ業界でも随分と違いがあります。ですが、全

部でなくとも、少しは参考にできる部分もあるのではな

いかと考えたのが、NetAppさんを検討するきっかけにな

りました」

　白組ではそれまで、三軒茶屋と調布の各拠点にオンプレ

ミスのメインストレージサーバを置き、作業も拠点内で完

結していました。そのため、拠点をまたぐプロジェクト共

有ができないこと、ストレージの増強を二つの拠点で行わ

なければならない事が課題になっていたと言います。

　「拠点をまたぐ案件も増えてきて、拠点間を回線で繋ぐ

か、いっそデータセンターにサーバを置くか、というところ

まで考えてはいました」と藤井氏は振り返ります。

　入田氏も「ファイルサーバを統一したい、という考えは

既にありました。ただ、映像制作会社の場合、拠点ごとに

数100TBから1PB以上という容量が必要になります。どこ

か一か所にマスターとなるメインストレージを置いて、各

拠点からそこに繋ぐ形にしたいという希望はありました

が、専用線で100Gbpsは現実的ではないし、1Gbpsの専用

線では細すぎる。良い落としどころが見い出せなかった

ところにNetApp FlexCacheが現れたのは大きかったです

ね」と述懐します。

　また、藤井氏はそこから先のクラウド活用の可能性も検

討していたと続けます。

　「せっかくデータセンターにサーバを置くなら、何か付加

価値も必要だと考えたときに、やはりクラウドかなと。も

ちろんコストもあるのでいきなり全部クラウドという話

にはなりませんが、プロジェクトが複数動いていると予想

外のピークはどうしても起こります。データセンターに機

材を分散し、クラウドバーストも可能な状態にできればベ

ストじゃないかと。クラウド対応ができる前提、クラウド

レディまで持っていこう、という目的が明確になりました」
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リストで、かなり個性的に動いています。一つの会社とい
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ジェクトが稼働するタイミングが見えてきたので、キャッ
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いのことです」

　その後、案件の動きに合わせる形で、2024年5月から6月
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う、という話も全てはそこに帰結します」（藤井）

　「映像制作におけるクリエイティブな業務において、例

えばレンダリングやデータを保存する工程は、基本的に最

終的な製品である映像コンテンツを作る上でのコストで

しかないわけです。だからレンダリングが速くなるために

設備投資をすると言っても、経営目線で見れば、製作工程

のコストが増えたとしか見えないことがあります。そのた

めレンダリングサーバやファイルサーバを増やすことに

あまり積極的ではない会社も結構あります。ただ実際に

は、そこに投資しないとクリエイティブな業務に専念でき

ないので結局人件費がどんどんかさんでいくとか、クオリ

ティが上がらないから次の仕事を受けられないとか、可視

化しづらい別のコストが増えていく。そこはシステム的な

立場でいくと、やはり両方を見ながら、いい塩梅のところ

で設備投資をしていくことが重要だと思っていますし、

我 々 も 今 後 本 格 的 な ク ラ ウ ド 活 用 を 見 据 え な が ら、

NetAppの最新テクノロジーをさらに活用していきたいと

考えています」（入田）

“FSxNを動かすのは初めてだったので
わからないことだらけでしたが
NetAppさんの手厚いフォローで
満足のいく検証が行えました”
白組　システム部　藤井  晴信氏

２つの拠点とデータセンターを接続し
三軒茶屋オフィスではキャッシュ構成が実稼働

PoC結果よりNetApp FlexCacheの実用性と
クラウドバースト対応の実現性を確信

NetApp AFF A250 Amazon FSx for NetApp ONTAP Amazon EC2

オリジナルボリューム FlexCache ボリューム

AWS三軒茶屋オフィス

【図１】 FlexCacheの運用を想定したPoC実施環境



　1974年にCM制作プロダクションとしてスタートして以

来、映像制作専業の会社として50周年を迎えた株式会社  

白組は、1980年代から早々とCG制作に取り組むなど、新し

い映像表現を求めて時代の最前線を走り続け、現在ではさ

まざまなメディアのエンターテイメントコンテンツを制

作しています。

　自由闊達でクリエイティブな社風と働き方が白組の特徴

でもあると、  同社システム部長  入田  尭光氏は言います。

　「弊社は映画やCM、ゲームなど、実写もアニメも含め実

に多様な制作を行うチームが複数あり、クリエイター自

身もそれぞれが分業ではなく、どの仕事も扱うジェネラ

イタチごっこのようだと入田氏は語ります。

　「弊社の制作実績で言えば、約10年前のCG映画１本にか

かる制作データ容量は25TBでした。それが今では抑える

だけ抑えて800TBを超えています。何もしなければ確実に

１PBは超えていました。PCのスペックや映像制作ツール

の技術が進化したことで、データ量もトラフィックも増加

し、それを受け止めるストレージもパワーアップする。そ

うやってバックボーンが強くなるとさらにPCやツールの

進化が制作現場に導入され、さらにリソースが要求され

る。このサイクルがずっと続いている感じです」

　継続的なストレージ増強とシステム基盤の改善が求め

られる映像業界の現状を背景に、白組では2023年12月から

2024年の6月に渡ってNetAppのオールフラッシュスト

レージとNetApp FlexCacheを導入しました。

　ストレージの選択肢としてNetAppの製品が候補に挙

がった経緯を、藤井氏は次のように説明します。

　「２年ぐらい前のイベントで、CWF（コミックス・ウェー

ブ・フィルム）さんのAWSとNetApp FlexCacheを使った

事例※2 を見たのがきっかけでした。クラウドの活用方法

ももちろんですが、NetAppという名前に衝撃を受けまし

たね」

　これには入田氏も口を揃えます。

　「やはり映像業界は大容量で高パフォーマンスを重視し

ます。その点、NetAppさんは産業系や金融系で堅実にやっ

ていくスタイルのストレージという印象があったので、正

直に言って、それまで検討対象に挙がることはありません

でした」

　とはいえ、藤井氏はその事例に強い関心も抱いたと言い

ます。

　「１つの作品を長い期間かけて制作するCWFさんと

我々とは同じ業界でも随分と違いがあります。ですが、全

部でなくとも、少しは参考にできる部分もあるのではな

いかと考えたのが、NetAppさんを検討するきっかけにな

りました」

　白組ではそれまで、三軒茶屋と調布の各拠点にオンプレ

ミスのメインストレージサーバを置き、作業も拠点内で完

結していました。そのため、拠点をまたぐプロジェクト共

有ができないこと、ストレージの増強を二つの拠点で行わ

なければならない事が課題になっていたと言います。

　「拠点をまたぐ案件も増えてきて、拠点間を回線で繋ぐ

か、いっそデータセンターにサーバを置くか、というところ

まで考えてはいました」と藤井氏は振り返ります。

　入田氏も「ファイルサーバを統一したい、という考えは

既にありました。ただ、映像制作会社の場合、拠点ごとに

数100TBから1PB以上という容量が必要になります。どこ

か一か所にマスターとなるメインストレージを置いて、各

拠点からそこに繋ぐ形にしたいという希望はありました

が、専用線で100Gbpsは現実的ではないし、1Gbpsの専用

線では細すぎる。良い落としどころが見い出せなかった

ところにNetApp FlexCacheが現れたのは大きかったです

ね」と述懐します。

　また、藤井氏はそこから先のクラウド活用の可能性も検

討していたと続けます。

　「せっかくデータセンターにサーバを置くなら、何か付加

価値も必要だと考えたときに、やはりクラウドかなと。も

ちろんコストもあるのでいきなり全部クラウドという話

にはなりませんが、プロジェクトが複数動いていると予想

外のピークはどうしても起こります。データセンターに機

材を分散し、クラウドバーストも可能な状態にできればベ

ストじゃないかと。クラウド対応ができる前提、クラウド

レディまで持っていこう、という目的が明確になりました」
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リストで、かなり個性的に動いています。一つの会社とい

うより、いろいろなクリエイティブ集団が白組という看

板のもとで切磋琢磨しながら映像を作っている、という

感じです」

　また、同じくシステム部の藤井  晴信氏は、それゆえに現

場からの要望にも細かい対応が求められると言います。

　「納期も時期も内容も、使うソフトウェアやプラグインも

違う案件が常に並走しています。当然、上がってくる要求

も多岐に渡りますし、それらをまとめながら対応できるシ

ステムを構築していくのは、やはり他社と違うところかな

と思います」

　このような白組ならではの事情に加え、近年のデジタル

映像制作技術の高度化とストレージの大規模化は、まるで

　白組では2023年の6月から7月にかけて、NetApp AFF 

A250とAmazon FSx for NetApp ONTAP（FSxN）のキャッ

シュ構成によるPoCを実施、過去のプロジェクトデータを

ベースにAWS上でEC2を数台起動しながら、オンプレミス

とクラウド双方でレンダリング処理とクラウドバースト

構成の検証を行いました。  【図１】

　「クラウドとNetApp FlexCacheの実用性、実効性が一番

知りたかったところです」と藤井氏は言います。

　「CWFさんの事例を見て、できること自体は理解してい

ましたが、具体的にFSxNとNetAppの製品がどのように実

現しているのか、というところはやってみないとわかりま

せんでしたから。結果的に、事前に想定したレベルで全部

検証ができたので、これなら導入できるんじゃないかとい

う見込みは立ちました」

　また、PoCにおいては、特にクラウドの部分でNetAppの

サポートがスムーズな検証につながったと評価します。

　「FSxNを試してみるっていう段階は我々には初めてのこ

とだったので。普段検証するときは基本的にメーカーさん

は機材提供のみで、後は自分たちで全部終わらせなければ

いけないのでスタッフの負担が大きくなります。後になっ

て、実際に何をやったんだっけ？っていう感じになりかね

ないのですが、今回はテストの目的や設計前のヒアリング

からNetAppさんに協力していただけたので、検証自体も明

確に行えました。今後どうやって導入していくのかという

次の段階にすぐに進めることができたのは、このPoCあり

きだったのは間違いないですね」

　PoC実施の後、白組では段階的にNetAppのストレージ製

品導入が進められました。まず最初のステップとしてデー

タセンターと三軒茶屋、調布の各拠点を10Gbpsの回線で

接続し、その後2023年12月にデータセンターへNetApp 

AFF C800（15.3TB × 30本）を設置し実運用に入りました。

　「運用スケジュールとして、最初からキャッシュ機能を

フルで活用するというのは、我々の業務としては無いと考

えていたので、まずは拠点間とデータセンターを繋ぎ、プ

ロジェクトの共有から始めました。折しも三軒茶屋と調布

でスタッフの行き来がある、そこそこ規模の大きなプロ

ジェクトが稼働するタイミングが見えてきたので、キャッ

シュもそろそろ始めようか、となったのが2024年6月ぐら

いのことです」

　その後、案件の動きに合わせる形で、2024年5月から6月

にかけて、データセンターのNetApp AFF C800にSSDを増

設しNetApp FlexCacheのオリジナルボリュームとし、さら

に三軒茶屋オフィスにNetApp AFF C250（15.3TB × 16本）

をキャッシュボリュームとして設置、データセンターと三

軒茶屋の間でキャッシュ環境を構築してアクセス性を向

上しました。  【図２】

　藤井氏は本稼働後も順調に経過していると言います。

　「現場では今のところシステム構成の変化も気が付かな

い状態で使われています。システム管理側としては理想的

ですね。まだ本格的に動き出しているプロジェクトではな

いので、忙しい書き込みがあるレベルではないんですけ

ど、そうなっても何にも気が付かないとは思います」

　また、入田氏はPoCから本導入、実稼働のプロセスを経

て、改めてNetApp FlexCacheの機能を高く評価します。

　「今回弊社がNetApp FlexCacheで組んだキャッシュ構

成は、複数拠点を運用する会社として多分、他に選択肢も

ないと思えるほどいいものだという印象があります。拠

点は分かれていても、みんな一緒になって仕事ができる

ような環境を用意するとなると、NetApp FlexCacheのよ

うな製品がなければ、なかなかコスト面でも実現が難し

いなと思います。他社でも弊社と同様に2つの拠点で同時

進行する案件で、データコピーが終わらず作業が始めら

れないとか、一方の拠点だけがデータを受け取れていな

いとか、そういう話を聞くと、単に専用線でデータを動か

すというのも限界があると実感するので、複数の拠点を

持っている会社さんにはNetApp FlexCacheはかなりお

勧めできるものだと思います」

　今後のストレージ環境への取り組みについて、藤井氏は

次のように構想を語ります。

　「一番は、各拠点にNetApp FlexCacheを使ったシステム

を入れていくっていうのが理想的ではあるんですけど、そ

れはまだ少し先になるかなと思います。ストレージ増強に

関して言えば、できるだけオンプレミス上のデータをデー

タセンターに移行していって、そこを中心にクラウドバー

ストがいつでもできる、対応可能な状態に持っていきたい

ですね。プロジェクトが終わるタイミングなどもあります

し、具体的なスケジュール感はまだ難しいところもあるん

ですが、今回の導入を良いきっかけにしていきたいと思っ

ています。我々の方で用意できないリソースもクラウドで

は調達できますからね」

　また、入田氏も将来的には、と前置きしながら、クリエイ

ターの働く環境という観点でクラウド活用への期待を述

べます。

　「例えば弊社の場合、海外からリモートワークというのも

一部あったりします。特に優秀なクリエイターは結構海外

で働いたりしているので、その方たちに案件をお願いする

となったときに、カナダからとか、イギリスからとなると、

どうしてもネットワーク上の遅延が凄いことになって、リ

モートワークが現実的じゃなくなるんですけど、そこにク

ラウド上で使える環境があって、データもやり取りできる

となれば、今よりは現実的に使える環境を用意できるのか

なとは思っています」

　最後に、映像業界を取り巻く環境や課題に対し、テクノロ

ジーはどのように活用され、何に貢献するべきと考えてい

るか、白組自身の取り組みも踏まえて入田氏と藤井氏に

語ってもらいました。

　「一貫して弊社で考えているのはクリエイティブな作業

に使う時間をスタッフに増やしてほしいということです。

クリエイティブな発想、クリエイティブな作業を主として

白組はずっと動いて来ましたし、設備投資に関しても同じ

です。クリエイティブな時間を増やすためにはどうするか

と言えば、それはもうITでしかないですよね。ITでデータの

処理時間やレンダリングの待機時間を少しでも短くする。

そこでスペックが足りない、メモリが足りない、というのは

言いたくない。とにかくスタッフが自分のクリエイティブ

な作業に集中できるようにITの投資をするという方針は、

弊社の代表を始め、会社の基本方針なので。データセン

ターのリソースを使う、クラウドを使う、キャッシュを使

う、という話も全てはそこに帰結します」（藤井）

　「映像制作におけるクリエイティブな業務において、例

えばレンダリングやデータを保存する工程は、基本的に最

終的な製品である映像コンテンツを作る上でのコストで

しかないわけです。だからレンダリングが速くなるために

設備投資をすると言っても、経営目線で見れば、製作工程

のコストが増えたとしか見えないことがあります。そのた

めレンダリングサーバやファイルサーバを増やすことに

あまり積極的ではない会社も結構あります。ただ実際に

は、そこに投資しないとクリエイティブな業務に専念でき

ないので結局人件費がどんどんかさんでいくとか、クオリ

ティが上がらないから次の仕事を受けられないとか、可視

化しづらい別のコストが増えていく。そこはシステム的な

立場でいくと、やはり両方を見ながら、いい塩梅のところ

で設備投資をしていくことが重要だと思っていますし、

我 々 も 今 後 本 格 的 な ク ラ ウ ド 活 用 を 見 据 え な が ら、

NetAppの最新テクノロジーをさらに活用していきたいと

考えています」（入田）

三軒茶屋オフィスに設置されたFlexCacheストレージ  NetApp AFF C250

Amazon FSx for NetApp ONTAP

【図２】 NetApp導入後の白組様のストレージ環境とFlexCache構成
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来、映像制作専業の会社として50周年を迎えた株式会社  
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イタチごっこのようだと入田氏は語ります。
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事例※2 を見たのがきっかけでした。クラウドの活用方法

ももちろんですが、NetAppという名前に衝撃を受けまし
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　これには入田氏も口を揃えます。
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線では細すぎる。良い落としどころが見い出せなかった
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ね」と述懐します。

　また、藤井氏はそこから先のクラウド活用の可能性も検

討していたと続けます。

　「せっかくデータセンターにサーバを置くなら、何か付加

価値も必要だと考えたときに、やはりクラウドかなと。も

ちろんコストもあるのでいきなり全部クラウドという話

にはなりませんが、プロジェクトが複数動いていると予想

外のピークはどうしても起こります。データセンターに機

材を分散し、クラウドバーストも可能な状態にできればベ

ストじゃないかと。クラウド対応ができる前提、クラウド

レディまで持っていこう、という目的が明確になりました」

リストで、かなり個性的に動いています。一つの会社とい

うより、いろいろなクリエイティブ集団が白組という看

板のもとで切磋琢磨しながら映像を作っている、という

感じです」

　また、同じくシステム部の藤井  晴信氏は、それゆえに現

場からの要望にも細かい対応が求められると言います。

　「納期も時期も内容も、使うソフトウェアやプラグインも

違う案件が常に並走しています。当然、上がってくる要求

も多岐に渡りますし、それらをまとめながら対応できるシ

ステムを構築していくのは、やはり他社と違うところかな

と思います」

　このような白組ならではの事情に加え、近年のデジタル

映像制作技術の高度化とストレージの大規模化は、まるで

　白組では2023年の6月から7月にかけて、NetApp AFF 

A250とAmazon FSx for NetApp ONTAP（FSxN）のキャッ

シュ構成によるPoCを実施、過去のプロジェクトデータを

ベースにAWS上でEC2を数台起動しながら、オンプレミス

とクラウド双方でレンダリング処理とクラウドバースト

構成の検証を行いました。  【図１】

　「クラウドとNetApp FlexCacheの実用性、実効性が一番

知りたかったところです」と藤井氏は言います。

　「CWFさんの事例を見て、できること自体は理解してい

ましたが、具体的にFSxNとNetAppの製品がどのように実

現しているのか、というところはやってみないとわかりま

せんでしたから。結果的に、事前に想定したレベルで全部

検証ができたので、これなら導入できるんじゃないかとい

う見込みは立ちました」

　また、PoCにおいては、特にクラウドの部分でNetAppの

サポートがスムーズな検証につながったと評価します。

　「FSxNを試してみるっていう段階は我々には初めてのこ

とだったので。普段検証するときは基本的にメーカーさん

は機材提供のみで、後は自分たちで全部終わらせなければ

いけないのでスタッフの負担が大きくなります。後になっ

て、実際に何をやったんだっけ？っていう感じになりかね

ないのですが、今回はテストの目的や設計前のヒアリング

からNetAppさんに協力していただけたので、検証自体も明

確に行えました。今後どうやって導入していくのかという

次の段階にすぐに進めることができたのは、このPoCあり

きだったのは間違いないですね」

　PoC実施の後、白組では段階的にNetAppのストレージ製

品導入が進められました。まず最初のステップとしてデー

タセンターと三軒茶屋、調布の各拠点を10Gbpsの回線で

接続し、その後2023年12月にデータセンターへNetApp 

AFF C800（15.3TB × 30本）を設置し実運用に入りました。

　「運用スケジュールとして、最初からキャッシュ機能を

フルで活用するというのは、我々の業務としては無いと考

えていたので、まずは拠点間とデータセンターを繋ぎ、プ

ロジェクトの共有から始めました。折しも三軒茶屋と調布

でスタッフの行き来がある、そこそこ規模の大きなプロ

ジェクトが稼働するタイミングが見えてきたので、キャッ

シュもそろそろ始めようか、となったのが2024年6月ぐら

いのことです」

　その後、案件の動きに合わせる形で、2024年5月から6月

にかけて、データセンターのNetApp AFF C800にSSDを増

設しNetApp FlexCacheのオリジナルボリュームとし、さら

に三軒茶屋オフィスにNetApp AFF C250（15.3TB × 16本）

をキャッシュボリュームとして設置、データセンターと三

軒茶屋の間でキャッシュ環境を構築してアクセス性を向

上しました。  【図２】

　藤井氏は本稼働後も順調に経過していると言います。

　「現場では今のところシステム構成の変化も気が付かな

い状態で使われています。システム管理側としては理想的

ですね。まだ本格的に動き出しているプロジェクトではな

いので、忙しい書き込みがあるレベルではないんですけ

ど、そうなっても何にも気が付かないとは思います」

　また、入田氏はPoCから本導入、実稼働のプロセスを経

て、改めてNetApp FlexCacheの機能を高く評価します。

　「今回弊社がNetApp FlexCacheで組んだキャッシュ構

成は、複数拠点を運用する会社として多分、他に選択肢も

ないと思えるほどいいものだという印象があります。拠

点は分かれていても、みんな一緒になって仕事ができる

ような環境を用意するとなると、NetApp FlexCacheのよ

うな製品がなければ、なかなかコスト面でも実現が難し

いなと思います。他社でも弊社と同様に2つの拠点で同時

進行する案件で、データコピーが終わらず作業が始めら

れないとか、一方の拠点だけがデータを受け取れていな

いとか、そういう話を聞くと、単に専用線でデータを動か

すというのも限界があると実感するので、複数の拠点を

持っている会社さんにはNetApp FlexCacheはかなりお

勧めできるものだと思います」

　今後のストレージ環境への取り組みについて、藤井氏は

次のように構想を語ります。

　「一番は、各拠点にNetApp FlexCacheを使ったシステム

を入れていくっていうのが理想的ではあるんですけど、そ

れはまだ少し先になるかなと思います。ストレージ増強に

関して言えば、できるだけオンプレミス上のデータをデー

タセンターに移行していって、そこを中心にクラウドバー

ストがいつでもできる、対応可能な状態に持っていきたい

ですね。プロジェクトが終わるタイミングなどもあります

し、具体的なスケジュール感はまだ難しいところもあるん

ですが、今回の導入を良いきっかけにしていきたいと思っ

ています。我々の方で用意できないリソースもクラウドで

は調達できますからね」

　また、入田氏も将来的には、と前置きしながら、クリエイ

ターの働く環境という観点でクラウド活用への期待を述

べます。

　「例えば弊社の場合、海外からリモートワークというのも

一部あったりします。特に優秀なクリエイターは結構海外

で働いたりしているので、その方たちに案件をお願いする

となったときに、カナダからとか、イギリスからとなると、

どうしてもネットワーク上の遅延が凄いことになって、リ

モートワークが現実的じゃなくなるんですけど、そこにク

ラウド上で使える環境があって、データもやり取りできる

となれば、今よりは現実的に使える環境を用意できるのか

なとは思っています」

　最後に、映像業界を取り巻く環境や課題に対し、テクノロ

ジーはどのように活用され、何に貢献するべきと考えてい

るか、白組自身の取り組みも踏まえて入田氏と藤井氏に

語ってもらいました。

　「一貫して弊社で考えているのはクリエイティブな作業

に使う時間をスタッフに増やしてほしいということです。

クリエイティブな発想、クリエイティブな作業を主として

白組はずっと動いて来ましたし、設備投資に関しても同じ

です。クリエイティブな時間を増やすためにはどうするか

と言えば、それはもうITでしかないですよね。ITでデータの

処理時間やレンダリングの待機時間を少しでも短くする。

そこでスペックが足りない、メモリが足りない、というのは

言いたくない。とにかくスタッフが自分のクリエイティブ

な作業に集中できるようにITの投資をするという方針は、

弊社の代表を始め、会社の基本方針なので。データセン

ターのリソースを使う、クラウドを使う、キャッシュを使

う、という話も全てはそこに帰結します」（藤井）

　「映像制作におけるクリエイティブな業務において、例

えばレンダリングやデータを保存する工程は、基本的に最

終的な製品である映像コンテンツを作る上でのコストで

しかないわけです。だからレンダリングが速くなるために

設備投資をすると言っても、経営目線で見れば、製作工程

のコストが増えたとしか見えないことがあります。そのた

めレンダリングサーバやファイルサーバを増やすことに

あまり積極的ではない会社も結構あります。ただ実際に

は、そこに投資しないとクリエイティブな業務に専念でき

ないので結局人件費がどんどんかさんでいくとか、クオリ

ティが上がらないから次の仕事を受けられないとか、可視

化しづらい別のコストが増えていく。そこはシステム的な

立場でいくと、やはり両方を見ながら、いい塩梅のところ

で設備投資をしていくことが重要だと思っていますし、

我 々 も 今 後 本 格 的 な ク ラ ウ ド 活 用 を 見 据 え な が ら、

NetAppの最新テクノロジーをさらに活用していきたいと

考えています」（入田）
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クリエイティブな作業に専念できる環境をつくる
そのためにもテクノロジーへの投資は重要




